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1.はじめに

発表者のプータン訪問は，ブータン研究所 (Centrefor Bhutan Studies)とプータン圏内務・

文化省が主催する仏教国際会議に参加するためのもので.2012年5月 18日から 28日まで

の 10泊日日間であった。 6年前のことになるが，本年，報告書を提出し，ブータンという

国の雰囲気を，是非お伝えしたい。

会議は，首都ティンプーから山道をパスで8時間かかる，中央ブータンにあるプムタン地

方の聖都・クルジェで開催された。プムタン地方には多くの古剰が集中している。会議の日

程は.5月21日.22日.23日の3日間であったが，会議の前後の時間には，プータン研究

所の職員の手厚い案内で，多くの寺院やゾンの訪問を行うなどプータンの仏教文化に触れる

上で充実した内容の日程であった。

2.プータン訪問の概要

①訪問者:藤能成

②訪問の目的:

『世界化された仏教に関する国際会議J(5月21日ー23日)に参加し，研究発表を行うため。

(主催者:プータン研究所，プータン圏内務・文化省)

③会議名 :世界化された仏教に関する国際会議

④会議のテーマ:境界なき仏教

⑤開催地 :聖都・クルジェ(プータン国プムタン地方)

⑥会議期日:2012年5月21日(月)ー23日(水)

⑦出張日程:2012年5月 18日(金)ー28日(月)< 10泊 II日間>
5月 18日(金)TG623関西空港発日:45→スワナプーム空港着 15: 35 (バンコク)

【日本時間一2時間】 バンコク泊

5月 19日(土)KBI27スワナプーム空港発06:50→パロ空港着 10:00 (ブータン)

*パングラデッシュ・ダッカ経由 【時差:日本時間-3時間】

首都・ティンプーへパスにて移動(約 1時間)

市街散策，市内寺院参拝，内務文化大臣主催の夕食会 ティンプー泊

20日(日)プムタン (Bumthang)へ移動 (264km.パスで8時間) プムタン泊

途中訪問地:チョルテン，ワンデュ・ポダン・ゾン， トンサ・ゾン

21日(月)ブムタン・クノレジェにおける仏教国際会議① プムタン泊

22日(火)ブムタン・クルジェにおける仏教国際会議② プムタン泊

23日(水)プムタン・クルジェにおける仏教国際会議③

訪問地:クルジェ・ラカン，ジャンパ・ラカン，

ジャカール・ゾン，タン・メバルチョ

プータン研究所長主催の夕食会

24日(木)ティンプーへ移動(飛行機またはパス)

プムタン泊

訪問地:タクツァン寺院登山口，キチュ・ラカン，パロ・ゾン テインプ一泊

25日(金)ティンプー史跡踏査 ティンプ一泊
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訪問地:タンゴ仏教大学

26日(土)タクツァン僧院登山 パロ泊

27日(日)KBI40 パロ空港発 10: 50→スワナブーム空港着 16:15，ホテルにて休憩

TG622 スワナプーム空港発23:30(夜行使)→ 関西空港へ

28日(月)TG622関西空港着 07:00 

3.プータンの建物・文化等

.17;b ~.l たいてい様々な目的の建物が集まる複合施設となっておりt話人である僧侶が
住んでいる。寺はプータン建築が基本形で，これを小型化・単純化すれば民家，要塞化・大

型化すればゾンに近づき，その境界はわかりにくい。

四:寺院と地方行政の中核としての機能をもった建物。尾根や見晴しのよい場所に建ち，

古くはチベット軍の攻撃に備えた砦でもあった。ツェチュ(グル・リンポチェの祭り)が行

われる石畳の広場，裁判所や県庁の事務所，回廊で固まれた寺院等から構成される(ゾンに

は必ず寺院が付設されている)。

.1チョルテン1:仏塔は信仰の証として建てられる。四角い屋根付きのブータン式(色々な場

所にある)，五輪塔敷き，眼が描かれたネパール式がある。マニ車が回る水車小屋型もある0

・Eヨ:ラカン，ゾン，チヨノレテンに見られるように白壁に紅い帯(ケマー)が績に引か
れた建物は宗教施設であることを示す。

-園:基本的な民家の構造はどこの地域でも同じである。西ブールでは，家は末娘に受

け継がれる伝統がある (W地球の歩き方~) 0 (プータンでは)男女の関係が非常に平等である

というか，女性が従属的でなければならないという社会通念が非常に薄い。(中略)母系社

会の名残で女性が家とか田畑といった財産を相続することも多く，こうした経済的な基盤も

女性の自立性・自立意識を高めているひとつの理由であろう(今枝由郎『ブータンに魅せら

れて~， 100頁)0

・匹三ヨ:幅 50センチぐらいの経文が印刷された旗，長い竿に取り付けられている。王

色があるが，一般的には白が多い。民家のてっぺんにも立てられている。竿を使わずに橋の

欄干等に吊るす場合はEヨと言う。
.Eヨ:内部に経文を納めた円筒で，一固まわせば，その経を読んだのと同じ功徳がある
とし、う。宗教的建築の入り口の両側，そして建物の周りにはたいていマニ車が備えられてい

る。マニ車も，寺院の周囲を回ってお参りする時も，時計回り(右回り)である。

(以上，地球の歩き方編集室『地球の歩き方』ダイヤモンド・ビッグ社， 2012年参照)

4.訪問地

く首都・ティンプー>

①チャンガンカ・ラカン(ティンプー): 15世紀に建立された，丘の上に立つ古剃，ティン

プーの守護寺であり，子どもの成長に霊験があると信じられている。

②タンゴ仏教大学:タンゴは馬の頭の意。ラマ・ギヤルワ・ラナンパによって 13世紀の創

建。現在の建物は 1688年に建立された。僧侶対象の仏教大学(修士課程までを有する)と
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なっており，リンポチェがおられる。麓から 1時間30分程，徒歩で登山する。

くドチュール峠:ティンプーから古都・プナカへの道>

oドゥリュク・ワンゲル・カンツァン・チョルテン (2003年戦勝記念、)

<ワンンデュ・ポダン・ゾン>

oワンデュ・ポダン・ゾン:1638年の創建，シャブドウン・ンガワン・ナムゲルがこの地を

最初に訪れた時に，ゾンを建立し，初めに出会った少年の名:ワンデュを名前とした。大変

残念なことに 2012年 6月 24日に火災が発生し， 26日までに全焼し，世界的なエユースと

なった。

<トンサ>

0トンサ・ゾン:最大級のゾン。高祖父・ンガキ・ワンチュクが建てた寺を，シャブドウン

が拡張し，歴代のベンロプが完成させて行った。現王制の成立も，トンサのベンロプとして

の権勢を基盤としており， 2004年に皇太子であった現・第 5代国王のトンサ・ベンロプ就

任もここで行われた。 トンサやプムタンは，伝統と権威を支える「主家の谷Jである。

<プムタン，クルジェ:会議の開催地>

①クルジェ・ラカン:建物は 3棟よりなっており，向かって右は 1652年， トンサのへンロ

プが，中央は初代国王・ウゲン・ワンチュクが 1900年に建立，左は 1990年，第3代主担が

創建した，王室と関係の深い寺院。

②ジャンパ(弥鞠菩薩)・ラカン:パド・マ・サンパハより 100年前， 7世紀，ツオンツェン・

ガンポ王がキチュ・ラカンと共に創建した，最古の寺のひとつ。

③ジャカール・ゾン:(白き烏の城):シャブドウンが， トンサのベンロプ(行政官)に命じ

て 1646年にこの地にゾンを建てさせた。現在の建物は 1897年の地震で崩壊した後，即位前

の初代国王ウゲン・ワンチュクが再建したものである。

@タン・メンバルチョ:ベマ・リンパはある日，衆目の前でバターランプを持ったまま，淵

に飛び込み，水底から経典や宝物を持ってきたが，その間もランプは消えなかったという。

そのためBurningLakeと呼ばれる。

<パロ:テインプーの東，空港のある町>

①キチュ・ラカン:7世紀，ツオンツェン・ガンポ主が 108か所に建立した寺院のひとつと，

伝えられる。 1968年に第 3代国王妃ケサン・ワンチュクによって建立された新堂には，パ

ドマ・サンパハの大像が安置される。

②パロ・ゾン:映画『リトル・プッダ』のロケが行われた。 17世紀に全国を統ーしたシャ

ブドウンが創建。世襲制のワンチュク王朝の成立以前， ドゥク派の高僧・シャブドウンを最

高権威とする政教一致体制であった。チベットから.帰った僧によって 15世紀に建てられた

寺院を， 1645年にシャブドウンが競り受け，工事に着手した。現在のゾンは， 1907年の火
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事で焼失した後に再建されたもの。

②タクツァン僧院:タクツァンは『虎の寝ぐらj としづ意味。 8世紀，チベットからプータ

ンに仏教を伝えたパドマ・サンパハ(グル・リンポチェ，八相の化身を持つ)が，虎の背中

に乗ってクルテ地方から飛んできて，眠想、を行った地。タクツァンには 13の聖地があるが，

17世紀に建立されたタクツァン・ベルプは 500メートルの岩壁にある。 1998年に火災で焼

失したが， 2004年に再建された。登山口から 3時間半の行程と言われるが，私は 2時間半

で上った。(前掲『地球の歩き方』より)

5. r世界化された仏教に関する国際会議Jの概要
本会議はブータン研究所ならびにプータン圏内務・文化省が主催する，仏教に関する初め

ての国際会議である。会議の目的は以下のように説明されている。

21世紀の仏教は，世界化の度合いを強めており，現在，創造的，改革的な仏教資源の

応用に関する議論を深めることに国際的な関心が集まっています。それらは創造的・学

術的分野を含んでおり，一般教義，人文科学，社会学，環境学，経済学，紛争解決，膜

想の方法，医学的・認知科学ばかりでなく技術革新の分野にも広がっています。本会議

では，多くの仏教国や仏教文化圏を繋ぎ，これらの分野の問題について今日の世界にお

ける創造的な議論の場を提供する中で，探求し応用する道を，分かち合い，互いの協調

への道を探ろうとします。国家や文化を超えて仏教徒コミュニティーのネットワークが

組織されれば，有効な紳としての役割を果たすことでしょう。ですから，ここでの議論

は，国家と文化の境界を越えると同時に仏教者それぞれの個性を活かしながら織られる

タベストリーであり，これからの時代における変化と挑戦に対し，有効な展望を示すこ

とになるでしょう。それは今日仏教者連が仏教哲学や諸学派の思想を分析・解釈し分類

することを通して世界に向き合う中でなされるものです。

開催地は初代の王都が置かれたプムタン地方クルジェである。会議は，主催者からの招請

に応じた世界各国(日本，中国，香港，台湾，タイ，オーストラリア，アメリカ，カナダ，

ドイツ)からの 22名，プータンから3名と l組が発表者として参加した。会議には，発表

者の他にも十余名の参加者があった。会議は『境界なき仏教Jをテーマとして二日間にわた

り，英語により進められた(ブータンでの学校教育は英語で行われており，ほとんどの国民

が英語を話せる)。

開会式は，ミンジュー・ド、ルジ内務・文化大臣の主催で，仏教の儀式により始められ，大

臣からキーノートスピーチがあった。研究発表は4名の発表者と l名の進行役を単位とする，

一日に 3セッションずつ，二日間で六つのセッションが行われた。

各セッションは約2時間であり，発表時間は l人20分，討議時間はセッション30分であ

った。進行者によっては，各発表の後に内容を要約しコメントを加えることもあり，その後

の討議は和やかな雰囲気の中で，ゆったりと進められた。セッションとセッションの合同に

は，外の広場のテントを中心に，お茶とお菓子が振舞われ，参加者やブータンの関係者達が，

お互いの意見を自由に交換し，親睦を深めることができた。

セッション毎のテーマを開催順に示すと 1r仏教の生活文化J，2-3 r仏教学の研究:理念，
哲学，歴史，民俗卜IIJ，4 r経済，国家，リーダーシップと仏教的価値観J，5 r仏教と福祉J，6 
f仏教の多文化性Jであり，それぞれの発表者が専門とする立場からの提言や，社会的実践
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が報告された。

私の発表順序が，開会式のすぐ後，第lセッションの l番目であることを知らされたのは，

プータンに着いてからであった。発表当日の朝4時半に起き， 7時までかかって，やっと準

備を終えることができた。私は『現代日本人の苦悩と無明Jとしづ題で発表した。多くの日

本人が抱える孤独・孤立・不安・虚しさ・死への恐怖といった苦悩の原因は，認識方法が観

念化していてありのままの世界に触れていない，すなわち無明であることに起因しており，

親鴛聖人がすでに観念的認識方法の問題性について指摘していたことを紹介した。

会議に先立つ 19日，ティンプーにて内務・文化大臣の主催による晩餐会が聞かれた。 20

日はパスによる移動日， 21日・ 22日は会議， 23日はプムタンの聖地巡礼のプログラムによ

り史跡を見学した。 23日はプムタンにおいてダショー・カルマ・ウラ・プータン研究所所

長の主催による晩餐会が聞かれ，その際私は，所長と同席する栄誉をいただいた。

会議のすべての模様は国営プータン・テレビ (BB S)で放映され，プータン研究所のホ

ームページでも公開された。また発表論文は書籍として刊行された。仏教国であるプータン

の国を挙げての行事であったと言えよう。プータン研究所でも今回の会議が大きな成果を納

めたことを高く評価しており，翌年も閉じ時期に閉じ形式で開催する予定であった(しかし，

資金面の問題のためか，翌年は開催されなかった)。

*筆者の発表“HowAvidya leads for Su宵erings-Paradigmsand Transformations incontemporruγ 

Society"の模様は，プータンのテレビ局で放映され，プータン研究所のホームページ，

およびYoutubeにアップロードされている。発表がアップロードされているのは， 24 

人のうち 8名分である。 Youtubeでは， Bhutan Buddhism conferenceで検索すると出て

くる。私の発表は，以下のアドレスである。

httos://www.voutube.comlwatch?v=iTOZYRtVDPw 

*会議での全発表論文は，プータン研究所からインターネット書籍として刊行されている。

プータン研究所の会議での発表論文はHomepage:Cent陀 forBhutan studies & GNHで

publication， proceedingsと進むと，参照できる。:・ BuddhismWithout Borders -

Proceedings ofthe International Conference on Global Buddhism“ 
Ihtt叫巾t“to肱o:/!ゴ:/!川ww帆、wν机ゆ.b凶hut凶幽I此血t飽an附B略凶s鈍tu吋ldies白s.o悦r胞.宮叫2.凶.b凶tνIb加ud“d訓仙州hi陥官吋巾耐附IS加附s釘叩mト.哨州w凶it伽h加E叩削olωu凶』瓜t-b加o吋昨er除3予s-oroc悶e白ed仰ir加n阻包邸s島凶.唱o
.-the令-1加nternational-conference-on-210bal-buddhisml

6.プータンという国

<ti位置と宗剥:北インド・ネパールの東に位置し，面積は九州と同じくらい，人口 70.8

万人，首都はティンプー，民族は，チベット系，東プータン先住民，ネノミール系等，言語は

ゾンカ語，宗教はチベット系仏教，ヒンドゥー教等がある。(外務省ホームページより)* 
ただし，仏教以外の宗教についても寛容である。憲法に『プータンは，仏教を精神遺産とす

る。プータン国王は，すべての宗教の保護者であるJと記されている<今枝氏談>。

②圏:17世紀，初地域に移住したチベットの高僧ガワン・ナムゲルが，各地lこ割拠

する群雄を征服し，ほぽ現在の国土に相当する地域で聖俗界の実権を掌握した。

19世紀末に至り東部トンサ郡の豪族ウゲン・ワンチュクが支配的郡長として台頭し， 1907 

年，同ウゲン・ワンチュクがラマ僧や住民に推され初代の世襲藩玉に就任，現王国の基礎を

確立した。
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1952年に即位した第3代国王は，農奴解放，教育の普及などの制度改革を行い，近代化

政策を開始したが， 1964年，地方豪族聞の争いに起因する当時の首相暗殺や，その後に任

命された首相による宮廷革命の企み発覚を契機に，首相職が廃止され，国主親政となった。

1972年に 16歳で即位した第4代国王は，第3代国王が敷いた近代化，民主化路線を継承・

発展させ，主政から立憲君主制への移行準備を主導。

2006年 12月，第4代国王の退位により，現国王(第5代)が王位を継承。 2007年 12月

及び2008年の総選挙を経て， 2008年4月に民主的に選出されたティンレイ政権が誕生し，

5月には国会が召集され， 7月に憲法が施行し，王政から議会制民主主義を基本とする立憲

君主制に移行した。 2008年 11月に，現国王の戴冠式が行われた。(①と②:外務省ホームペ

ージより)

③GNHについて

ブータン王国では， 1972年に第4代国王ジグミ・シンゲ・ワンチュクが「国民総幸福量(GNH)

は国民総生産(GNP)よりも重要であるJとして提唱した国民総幸福量 GNHを建国の理念に

掲げている。 GNHの実践に向けては4つの柱を基にそれを 9つの指標へと展開して数値化

を図り， 2008年プータン初の総選挙後に開会した議会ではジグミ・イェゼル・ティンレイ

首相がGNH委員会と 10の各省を率いて GNHを広く政策に反映させ，プータン国民に普及

している。

巨亙 l 持続可能な社会経済開発
2 環境保護

3 伝統文化の振興

4 優れた統治力

ドつの指標|①心理的幸福 ②時間の使い方とバランス ③文化の多様性

④地域の活力 ⑤環境の多様性⑥良い統治 ⑦健康 ③教育

⑤生活水準

。第 4代王の言葉「私が意図したことは， (幸福よりも)むしろ「充足」である。それは，

ある目的に向かつて努力する時，そしてそれが達成された時に，誰もが感じることである。

この充足感を持てることが，人間にとってもっとも大切なことである。私が目標としている

ことは，プータン人の一人一人がプータン人として生きることを誇りに思い，自分の人生に

充足感を持つことである。(今枝由郎『プータンに魅せられて』岩波書庖， 2008年， 166頁)

。プータンの人たちが感じる幸せとは何なのだろう。昨年秋まで 1年間，プータン政府で重

要政策の統括などを担う rGNH委員会Jで首相フエローを務めた御手洗瑞子氏は，ブータ

ンで生活して，人々が意識する幸せの「範囲の広さ」を感じたという。『輪廻転生を信じて

いるプータン人は，現世で嫌なことがあっても『来世もある』と考えられる。また，家族の

紳が強し、ため，幸せは個人ではなく家族単位。家族が幸せなら自分も幸せと感じられるのだ

と思いましたJ(朝日新聞出版Web新書『ブータン激動「世界でいちばん幸せな国Jの未来』

より)
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。『プータン人達は，人間的なサイズの社会で，自然と調和し，仏教の教えに従い慎ましく，

等身大で人間味溢れる生活を満喫しているヒューマニストたちであるJ0 (今枝由郎『前掲

書~ . 187頁)

。英国レスター大学による，世界の 187カ国.8万人以上の調査結果に基づく『世界幸福地

図J (2006年)によれば，人生の充足度は，上からデンマーク，スイス，オーストリア等

に次いで，プータンは世界で8位，アジアで l位であり，日本は90位であった。プータン

政府による人口調査 (2005年)では『あなたは今，幸せですかJとの問いに. r非常に幸

せJ45%. r幸せJ52%. rあまり幸せでなしリ 3%であった。(今枝由郎『前掲書~ 167 

頁)しかし，プータン研究所の2010年度調査によると. r幸せJと答えた人は41%に減っ
ており，ブータンへの貨幣経済の浸透により，物質的な豊かさに関心を持つ人が増えたため

ではなし、かと指摘されている(Wアエラ~ 2012年6月29日号)。

④ブータン人の信仰と幸福観

プータンの家庭には必ず立派な仏聞があり，信仰が生活の中に根付いている(藤)。

調査によればプータン人が，祈りに費やす時間は平均で一日当たり 1時間を超えている。

これは若い学生であっても同様である。必ず祈らなければならないということはないが，一

人ひとりが，自分を見つめる時間を持っている。このことが，プータン人の精神性を支えて

いると見ることができる。プータンには『幸せj としづ言葉がなく.rガーJ(喜ぶ・好き). 
fキーJ(心地よし、)等の感情がそれに相当する(第4代国王も.GNHではなく，この言葉

で表現しているとしづ。今枝由郎『前掲書~ 162頁)。家族の繋がり・近い人々との紳が一

番重要だと考えている。

また，ブータンでは僧侶の数が多く.50人に一人が僧侶である。国民の誰でも親戚の中

に僧侶がいて，僧侶と親しく付き合いながら生活をしている(今枝由郎氏談)。

リンポチェという生まれ変わりの生き仏の存在も，国民の信仰心を高める上で，大きな役

割を果たしていると思われる。仏が決して，過去のものでも想像上のものでもなく，自分の

子として生まれてくるかもしれない。具体的に仏が人として生まれ変わり，ブータンの人々

を守ってくださっているという実感は，信仰心を維持して行く上で，大きなカとなるのでは

ないか(藤)。

<トンサ大学教授 ロポン・ルンテン・ギャッツォ氏の談話>

僧侶の生活:一日のスケジュールは大体決まっている。お経の長さによって，時間が変わ

ってくる。朝，タ 1時間程の読経，膜想の時間を持つ。

一般の人:毎日 15分から l時間程度の祈りの時間を持っている。

家で祈りの時間を持たなくとも，学校で祈りの時聞がある。学校で教えるのは.r他の人々
を助け，皆のために働きなさしリ.r皆の幸せが自身の幸せ』であること。生きる目的として
「成功することや競争に勝つことの前に，良い人間であることが重要であるJと教えている。

(GNH:第4代国王は国民に『よい人間であれ，そうすれば世界に通用するJと教えてきた)。

『自己中心性を離れること (seltlessness)が大切である。自己中心的であること(selfishness)

よりも，自己中心性を離れることが，より人間に力を与えるものだん

プータン人達は，普通に仕事に付き，結婚し，子を設け，家族と共に暮らす生活の中に幸
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せを見出している。

⑤第二次ドワーノレ戦争[2003年]の経緯(今枝由郎氏による)

インド・アッサム地方の独立派のゲリラが，ブータン南部に侵入31の拠点を築いた。イ

ンドは，プータンが独立派ゲリラを擁護していると看倣し，両国間の緊張は極度に高まって

いた。第4代国王は，自ら武器を持たずゲリラの 31拠点をすべて回り，退去を要請した。

しかし，ゲリラが要請に応じなかったため，武力により退去させる方策が取られた。これが

第二次ドワール戦争である。ゲリラの数は3000人余と見られ，通常ゲリラ戦の場合は，そ

の3倍の兵力をもって攻撃するが，プータンでは軍義勇兵を募った。数千名の志願者があっ

たが.700名しか採用しなかった。現5代国主の弟も義勇兵として参加した。攻撃は二日間

で終わり，ゲリラを退去させることができた。プータンの兵士日名とゲリラ(数は不明)

が犠牲となった。戦闘が終わっても，戦勝祝典等は全く何も行われなかった。王の妃は 11

名のプータン兵士とゲリラ側の犠牲者の冥福を，一人部屋に龍って祈った。主は日ごろ兵士

に「プータン軍の目的は勝ことではなく，紛争のない状態，平和を保つことである。この責

任は王にあるjと語っていた。戦闘の前に中央僧院の 5閣僚の一人が「あなた方は慈悲の心

を持たねばならない。ゲリラ兵についても殺生が認められることはなしリと訓示した。また，

勝って帰ってきた兵士たちに王は.r戦争行為において褒められることは何もなしリと語り，
戦勝式典は何も行われなかった。その後， ド‘チューラ峠のチョルテンに戦勝記念の仏塔が

108追加され，なくなった両国の兵士と動物達を弔うお堂が建てられ.12月にお祭りが行わ

れている。王は，不殺生戒を忠実に守る立場から戦闘を指揮したのである。

第2次大戦において，日本の仏教教団が，不殺生戒は小乗の戒であって，大乗の戒ではな

いと主張したのとは異なる。このことは戦後の講話条約においても，セイロン，インド，カ

ンボジア等の仏教国が，法句経の『怨みは怨みによって鎮まることはなしリとの教えから，

日本への賠償権を放棄したことも想起させる。

⑥プータンの印象一心と現実の繋がりー

ブータンの国に着いた時から，時間がゆっくりと流れ，自然が優しいという感じを持った。

人間と自然が調和的に共存し，放し飼いにされた牛や犬が自由に歩いている。

一般にブータン人は，落ち着いていて威厳があり，人格の重みを感じさせ，深い精神性を

湛えている印象を受ける。また精神的には，個人的欲望，怒り，不満といった感情に流され

ず，穏やかであり，皆が仲良く信頼し合い，家族を中心とした温かい人間関係の紳の中で暮

らしているように見えた。

単純に言うと『喧嘩をせず仲良く暮らしている人々j といった印象である。

人々の服装は，男性はゴ，女性はキラとし、う民族服で統一されていて，普段着なのに晴れ

着のような美しい生地の服を着用している人も多いように感じる。身なりも締麗で，衛生的

である。

家屋のデザインも統一されていて，美しい。家屋は，どれも大きく立派で，作りが良い。

日本でいえば邸宅に当たる。家屋のデザインも伝統的な様式で統一されているので，街は締

麗である。建物の作りも丁寧で，丹精込めて仕事をした跡が伺われる。特に窓枠には，繊細

で美しい彫刻が施されており，彼らの芸術性の高さを見ることができる。

このように，現実の形として作り出されたもの，社会，自然のあり方が，プータン人の心・
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精神が具現化したものではないかと思う。 GNPでは低位で貧しい国に位置付けられるそう

だが，乞食の存在も見られず，プータン人は余裕のある生活をしているように感じた。

⑦プータンと鎖国，そして西欧化

プータンは西欧化の波を抑えてきた国である。プータンの鎖国は 1959年に解かれた。こ

の年，中国軍がチベットに侵入し，ダライラマ 14世が亡命した。プータンは，中国軍の侵

入を防ぐために，チベットとの国境を封鎖し，インド軍の援助を仰ぐことになったのである。

現在は，電気，テレビ，インターネット，携帯電話，自動車などが普及している。しかし

テレビ放送が始まったのは 1999年である。

西欧化とは，科学主義に基づき，産業を発展させることによって，豊かで快適な暮らしを

実現することにより，人々の幸福を実現しようとすることを指す。西欧の近代化は，グーテ

ンベルグの印刷技術の発明により，聖書が大衆の手に届くことによって，教会の権威に疑問

が起こる中，宗教改革が起こり，そこにデカルト，ニュートンを中心とする近代科学が生ま

れたことを基盤としている。そこには，中世の教会を中心とする権威からの自由，そして人

間中心主義がある。近代科学は，物質を人間の精神から切り離すことによって. r客観的な
真理」としての立場を確立した。科学が扱う対象が，純粋化・抽象化された物質であったた

め，科学の目を通して観察される世界は，人間の精神から分離された客観的な物質世界とな

った。このような物質中心の近代科学を基盤として，西欧の近代化が勧められ.20世紀は

西欧近代化の時代と言ってもよいであろう。このような近代科学を基盤とする産業社会が目

指したのは，神・自然から自由になり，人聞が，自己中心の欲望が満足される『人工的な生

活環境の創造Jである。つまり，西欧化は，自己中心の欲望を追求する，物質中心の社会を

もたらした。したがって西欧化された社会においては，人間の理性を絶対視し， (物質主義

に基づく)科学を真理の基準と考え，人間の精神と生きることの目的と意味は無視され，見

えない次元や働きを掴む感性等が衰退し，宗教への信仰心は低次のものとして扱われるよう

になる。物質主義的な価値観や認識方法により，人と人との紳は断ち切られていく。

プータンは，現在，テレビ，インターネット，携帯電話，自動車等の普及を通して，急速

な西欧近代化の波にさらされている。近代化の進展は，人々の自己中心性，欲望を刺激し，

物質主義へと誘導することだろう。このような中で，プータンの人々が，物質の誘惑に抗し

て，従来の伝統的な信仰生活や精神性をどれだけ維持していくことができるかが，問われて

いると言えるだろう。今後，プータンの人々の生き方に注目したい。そのことは，すでに近

代化された社会に身を置く私達が， r本当の幸福Jや「人生の意味jを考える上での，大き
な手掛かりを与えてくれるに違いない。
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8.筆者の発表論文: r現代日本人の苦悩と無明J

How Avidya Leads to Su除 ring:Paradigms and Transformations in Contemporary Japanese 

Society 

Yoshinari F吋i

1 Preface 

One year ago， a sudden earthquake and the ensuing flood wave and nuclear crisis have violently 

drawn the world's attention to Japan， a Japan afilicted by economic regression， staggering production 

and an ever widening gap between rich and poor. The Japanese society is rapidly ageing: almost one 

out ofthree Japanese is over 65 years old and the pension system is operating at its limits， just as the 

public sector出 awhole. 

It seems曲ata lot of people are suffering from mental disease， or torment by mental su町eringsby 

losing hope for the印刷re.The main su能ringsof contemporary people are distress of isolation， 

loneliness， anxie思 distrust，inconvenience， emptiness oflife (or a sense ofmeaninglessness) and fear 

of death and so on. As a result， mental su能ringlike as depression is on the rise and more than 

thirty thousand people commit suicide every yea巳sincemore than ten years al問ady.

We Japanese have to cure our mind and cope with these problems. We have to look for a way to 

live an energetic and hopefullife again. 

In this pape巳1will try to present the way to settle those mental problems from the Buddhistic 

point ofview. 1 will eventually come to the conclusion， that a major cause ofthose worries is a wrong 

way ofthinking which is based on the scientific worldview adopted in the modem times. Although 

we have constructed much of our civilization through the modem scientific worldview and its way of 

thinking， we have to pay attention to曲efact that such a way ofthinking in itselfmust be called 

Avidya in Buddhism. 

Aviyda is what we Buddhists call the root of su町ering.It means no・wisdom.What we need， and 

what we strive to develop， is its opposite， Prajna， or Jnana in another word. It means the power to see 

things as they are， to cast light on the real facts. In order overcome Avidya， we have to change our 

way ofthinking. We have to recover our ties with other people， with society， Mother Nature and the 

universe. Once we set out on recovering ties， we a問 wellon our way to obtain true wisdom， P吋na，

and ove陀omeAvidya. The way to Pr，司nastarts by recovering our relations to由eworld and the 

living beings within it. It is the way to overcome mental sufferings through汀ueinsight. 

In this paper， 1 would like to analyze the p問sentJapanese socie貯froma Buddhist point ofview. 

Japanese society， as we will see， is mostly a secular and non-religious. 1 would also like to look 

behind this fact and provide some background information. 

2 Japan出 anon-religious society 

169 



Researchers in the sociology of religions have recently described Japan as the most secularized 

and non-religious country in the world. In such a non-陀ligioussocie臥 religionhas only a limited 

ability to influence people's lives. A "religious" lifestyle is that which grants access to the world 

beyond mere appearances， to the invisible and even incomprehensible world. In contr邸1，a

‘non-religious' lifestyle puts a narrow limitation on people's lives， limiting their outlook to the world 

ofmere appearances. In this way， the ‘non-religious' approach encourages a worldly outlook on life， 

it encourages secularity. 

Once people put their whole awareness only in worldly appearances， it does not only limit their 

perception， but deeply affects their values， too. When values become secularized， limited to a 

materialistic approach， people lose their contact with the invisible dimension， the問 willbe no more 

certainty about life after death and people start to think that life will vanish after deathl. The very 

idea of death is then beset with all kinds of horrors， and it becomes a taboo to even talk about death. 

3 How did the Japanese society become secularized? A look at Education 

3・1Education based on scientific thought， and the mental su町eringsof contemporary people 

One of the factors underlying such mental suffering is in a way of cognition which Japanese 

people has adopt through the education system based on the scientific thought of Westem modemism， 

after the second World War. Thus， people have been回 inedto understand the world through the 

scientific paradigm， which was established by Descartes (1596・1650).

Modem science tries to achieve pure and objective understanding， and it is widely held that such 

understanding can only be achieved through a strict separation between matter and mind， by isolating 

mind and ma“er合omtheir fundamental interconnection. This principle of scientific thinking has 
been widely adopted. On this basis， material things a問 heldin highest esteem， and so material 

achievements have absolute standard of all values. 

Nonetheless， such a way of thinking has includes a mechanical view of Mother Nature， a dualism 

of matter and mind. It has cut出erelation between humankind and Mother Nature2• The陀fo陀，曲e

I Tatsuo Haya [2011] has commented about the way ofcognition in contemporary people，“Most of Japanese 
who has been much influenced by modern rationalism， believe only visible matters， and don't believe invisible 
matters， and think that invisible matters don't exist(this is scientific thought). They will not be able to believe 
the existence ofPure-land or salvation by Amita-Buddha." 
2 Yujiro Nakamura (1977] poinωout the problem ofthe mechanical view ofMother Nature，“This mechanical 
view of Mother Nature is skillfuJly made， the view of a physical solid and of Mother Nature in Descartes， 
brilli叩 tlyexplain its mechanism. He distinguished between soul and physical solid部 indi能rentdimensions. 
Actuality of soul is to think， real substance of physical solid is not in weight， solidness of color but only in 
space. A physical solid and Mother Nature部 0句ectis completely separated from soul as subject， and w酪
restored to space with three dimensions. In such a mechanism， both mathematical rationalism and 
demonstrativeness which are hardly connected， came to be connected in the mechanical view of Mother 
Natu問.(p.p.138・139)
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Japanese have come to hold scientific materialism to be the only truth3， and to be perplexed about 

the meaning of religion叩 dits inherent value4• 

To be sure， the Jap加 esepeople have accomplished an unprecedented economic development， and 

lead a more convenient飢 dcomfortable Iife with technical innovations with modem Western 

scientific paradigm. 

Thus， the Most of people have adopted a value system in which regards but material progress and 

possessions alone， meanwhile they have lost slowly but surely any sensitivity for the invisible power 

ofthe religious sphere. Such a value system has occurred such mental su旺erings，as distress of 

isolation， emptiness of life， and the fear of death and so ons. 

Human existence is inevitably linked to searching for meaning. He has the power ofthought， and 

so he cannot avoid yearning the meaning or aim ofhis life. Ifhe cannot find it， he will su百er骨om

the emptiness which never satis命him.But he cannot solve this problem with science， because the 

object of science is confined to the material dimension. And within the material dimension alone， 

there is no meaning. In this way， the education based on the approach ofWestern modem science， 

does not have the power to help us on our searching for meaning and fulfillment. In this way， 

Japanese people have lost track of a meaningful Iife. 

3・2The Problem of language in education 

Now， 1 point out the problem of language in education focused on scientific worldview. With this 

focus， language wぉ reducedto a tool for material achievements. We， contemporary people have not 

been taught to make the connection between immediate experience and language. In school education， 

3 Ryuji Ito introduces Yujiro Nakamura's opinion[1992]，“Since early modem times， We， human existence had 
got the mechanized and analyzed way of intelligence， and objectified the phenomena and Nature， and come to 
know the universal rules ofthem， and tried to used them"， and says“1 think that， ( The lost of Humanity 
through the development ofcivilization is)， caused to the education intluenced by soul-Iess psychology， which 
is based on the science influenced by thought ofuniversality， objectivity， and restoring elements. Such 
psychology has usurped the awe and respect for something transcendence from Human， and has weekend 
sensitivity ofthem， and has made the noble humanity to secular one." 
4 Tatsuo Haya[20 11] says，“In our case， the influence ofthe view of restoration to elements， which make all 
the phenomena to be scattered. We hardly know it， because it is 崎町naturallyattached to us. It is fixed to the 
base of our point of view， worldview， a view of human beings， and a sense of values while we are not aware of 
it.(p.195) 
s In Japan， the education based on modem scientific paradigm has caused not only mental sufferings in 
individuals but social problems. Jn education， the principle of competitions， results and adaptation to 
environment ofschool have been emphasized after the second World War， now the most ofpeople cannot find 
the meaning of life， and they have to endure the isolation， the meaninglessness of life and the fear of death. 
NHK， the broad casting station set to the air the progrョm，“Personsin thirties cannot say‘Help me!'" at Oct 7由
in 2010. This program showed出atpersons in thirties cannot say“Help me!"， even though they are about to 
die of starvation. 
Because they have been educated by such sense ofvalues， as principle ofresults and ofcompetitions， and the 
theory of selιresponsibility. So most ofthem think that all the responsibibilities for thir own problems are 
themselves， and they have to solve them only by themselves. Thus， In fact， the number ofhomeless pe路onsin
thirties have been rapidly increasing. And SPA， the intemet news pointed out that the number of isolated death 
has increased in persons ofthirties and forties， and said “Their way ofthought which brings out their own 
isolation in society， would be a largest problem in Japanese society.ヘatJan 20由in2011. 
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language has been kept aloof of real experience， focusing on abstract expressions and concepts. Thus 

we， trust language as a semiotic system， we begin to compulsively understand all phenomena through 

language， and this language has no relation with our actual experience or reality. 

To perceive the world through such empty abstraction does not give us the power to Iive. 

Therefore， we come to Iive in a world of ideas and abstract concepts. Our languages create a virtual 

world out oftouch with reality. We have not learned how to go beyond this scientific world and 

connect with reality again in school. 

It is thus easy to see that this trap of conceptual and abstract perception causes loss of pu叩ose

and happiness in life. It is a truly idealistic way oflife， trapped in ideas and conceptions. So Most of 

Japanese have no choice but to shut themselves inside this unrealistic and ideal world. They cannot 

touch the real world， and lose their relation with their actual， immediate environment. This is called 

Avidya， lack ofwisdom， the darkness ofignorance in Buddhism. Thus， we comprehend thatAvidya， 

the unrelated way of approaching the world， Iies at the root of the distress which a lot of Japanese 

experience these days. 

3・3A more effective approach to the meaning of life 

The best way， thus， to resolve this kind of distresses， is to free oneself from Avidya through 

Wisdom， P吋na.Prajna is a sensitive way of understanding through mind and body， and of building a 

relation with the reality， an intimate relation with the world. When we regain the sense of relation 

with other people， with s∞iety， Mother Nature and the universe， we regain the ability to see 
ourselves in a balanced and objective way. It is in this way that we can find the answer to the 

meaning or pu叩oseof our own li島，to the meaning of our human existence. We can recover the 

original way of Iife. 

In order to overcome such a situation， we have to transform the way ofthinking which is based 

on the scientific worldview. At a certain stage， the scientific model obstructs us from seeing the world 

as it is. This paradigm separates substance合omsoul， it abstracts and conceptualizes白em.

By going beyond the world of ideas， we can build a relation with the real world. If we thus 

connect language with the reality of experience， whatever we learn through the language has the 

power to enrich our daily Iives; it gives us the power to live. 

When we問coverthe relation between ourselves and others， we伺 nfeel the suffering of others 

near us. We develop empathy and we begin to find ways of helping them. 

Ifwe問coverthe relation between ourselves and society， we can find ways how we can 

contribute to society on a larger scale， tackling the various problems of society. This will naturally fill 

our Iives with pu中oseand meaning. Then our anxiety and the tritling lethargy of an undirected life 

will be over，∞me. Ultimately， the purpo田 ofour life is finding ways in which we can help others and 

contribute to the well-being of society as a whole. The first step to such a pu叩osefullifeis 

recovering our sense of relation with others， right near us， and with society as a whole. In the回me

way， we can recover the sense of relation with Mother Nature and the universe. 
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Life of man fonns an integral part of Mother Nature. Our human body consists of the Mother 

Nature's elements， it is maintained and nourished by many fonns of life that circulate in Mother 

Nature. Mother Nature is a part of earth， and earth is a pa目oftheuniverse. Ifwe look at our physical 

reality， the human body is always open to Mother Nature and the universe， and is intimately 

connected with them. 

ln the s創neway， 1 think， human minds have to be opened to Mother Nature and the universe，just 

Iike the body. The meaning of Iife is already given by Mother Nature， by our place in the universe. 

We cannot find the meaning of Ii島byour own abstract ideas and conceptual thought . 

Only humans are given the power to think合'eely，so they ask for comfort and the fulfilment of 

sensual pleasure in Iife. Once a desire is filled， they feel comfort， and easily mistake comfort for 

happiness. So they tend to use their仕eewill to satis命theirsenses. 

It often happens that human beings create an artificial world where their egocentric desires are 

satisfied. Especially， the development oftechnology since the lndustrial Revolution was aimed at 

controlling and conquering Mother Natllre. This manufactured environment provides us with comfort 

and convenience. This has， however， deeply affected Mother Nature to the point of destruction. At由e

same time， we see an increasing gap between rich and poor countries， and various kinds of inequality 

crimes against mankind. The present economy， with its compulsive obligation to ever-accelerating 

growth， burdens our earth conspicuously and it cannot be sustained forever. The egocentric way of 

Iife is on its way ruin humans' life in白e白tureand until now， humans have not been able to escape 

from this egocentric way of Iife. 

Such egocentricity is strengthened by the abstract， idea-based way of pe陀eivingthe world. 

Obviously， it does not relate properly to other people， society， Mother Nature and the unive四e.

Without such relations，出eycannot日ndthe meaning of Iife. lnstead of finding relations and purpose， 

people hope to find satisfaction in the fulfillment of their ever-increasing desires. Suc a loss of 

contact with the real world brings Mental sufferings to the people， becallse of Avidya. 

While most forms of Iive do not act against Mother Nature， only man is given‘will' which he 

can employ detached from Mother Nature. Why is this so? 

Animals and plants are inseparable from Mother Nature， they have no ability to create a new 

artificial world on their own. The power to construct his environment is given only to man. lnstead of 

wasting this precious abili貯 forthe mere fulfilment of egocentric desire， we can use it in a釘uly

constructive way. lf we convert our short-sighted and narrow-minded craving into the凶 e

6 Takeshi Umeh創ヨ[2012]poits out白紙wehave to innovate the civilization which pursues the egocentric 
desire. based on modem scientific paradigm， and he says“The accident of the Fukushima atomic power 
generation is the accident of civilization."“We have come to get power out of atoms according to demands 
ofWestern civilization which aims at aff1uent Iife."“Now the view ofthe world is on issue. Westem 
civilization has produced the scientific and technical civilization based on the thought that the conquering 
Mother Nature bring happiness， but such thought is about to cause the destruction of environment and war， 
which collapse Human being. 
Now it the time that Non Westem countries have to provide the advice against Westem 
civilization .(Newspaper ofNishinihon， Feb 2nd， 2012，‘官linkingabout Atomic Power Generation， My poin of 
View) 
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compassion， we can find and carry out our mission to create a new world of peace and equality. 

4 Wh剖 isPr司na?On the mental state obtained by meditation 

Pr司nais the ability to look at reality as it is. p，司jna，wisdom， is fundamental to Buddhism. 

Sakyamuni discovered the way to remedy trifling agony through true wisdom. To those who 

understood this opportunity， he taught the structured way to Pr司jna， which includes ethical behavior， 

meditation and understanding， such th問epoints known as "the th陀ekinds of training". The 

realization of P吋nais understanding things as they問allyare.

There are three kinds ofwisdom: wisdom through listening， wisdom through 問flection，and 

wisdom through cultivation. These three correspond to a stepwise approach. Fi隠しonedevelops some 

interest and listens to Sakyamuni's teaching. After this， as a second step， one contemplates the 

teachings heard before and scrutinizes them on one's own. The third and highest step is then to put it 

into practice in daily life， in its whole profundi貯'.Only listening to the Buddha's teaching will not be 

enough to comp陀hendthe deeper aspects of it. It takes some reflection， some time in quiet to really 

think it through conclusively. If we出enfind conviction based on our own scrutin払webring these 

teachings to our mind in very ordinary， daily life situations. This is the way to come to actual， deep 

insight. This blends into the wisdom through caltivation 1， in which we practice applying these 

teachings again and again. We connect to the experience of reality in our daily life. 

In order to deepen our meditation， we have to direct our concentration at an object. In the teaching 

of early Buddhism， we concentrate our consciousness before meditation. The focus of our 

concentration then rests on the‘three treasures'，出eBuddha， the Dharma and the Sangha. In this state 

of concentration， we can overcome our conceptual thinking， our habitual construction of ideas， and 

come to rest in a state of meditation. Once concep加althinking comes to a rest， we gain a connection 

with the real world， with both body and mind. In this way we can perceive our relation with the 

people around us， with society， Mother Nature and the universe as a whole. We come to know the 

relations between individuals and the whole， and realize that all individuals are united in one body. 

We come to realize that all existence is based on altruistic compassion without self-centeredness. And 

we come to know that only man lives a self-centered life filled with a desire. We come to feel out of 

place with such a way of life. We come to perceive that our egoism is wrong， comparing the universe 

which has no 

egoism but has compassion. Such an understanding is Prajna， or wisdom. Correcting errors， we will 

come to be what we ought to be. We can get a real feeling ofthe world in which we are connected to 

each other through meditation through not head but body and mind. 

Prajna is the true understanding of what we a陀， both subjectivly and relatively. Once we begin to 

feel the world which connect us all， we understand just how much we have been living an egocentric 

lifes句Ile.We make our selιcentered mind itself the object of our meditation， thus recti命 our

self-centered way of life， and recover our true Mother Nature of compassion. Ultimately， Pr司nais a 
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sensitive understanding through one's own experience rather than just intellectual and rational 

cogmtion. 

The Buddha Sakyamuni回ughtthat the way to Prajna is the way of meditation. Meditation is 

mind白lness，the concentration of our consciousness. The tradition of Mahayana Buddhism transmits 

various ways of meditation， such as shamatha and vipashyana， repeating of the name of Buddha 

Amitabha， chanting the Nichiren prayeれZenmeditation while sitting or even while walking， to name 

just a few. AlI these practices have the same fundamental function， they are methods of meditation7• 

They assist us concentrating our consciousness so that we can recover the feeling of relation between 

ourselves and others， society， Mother Na加re，and the universe. Rather than perceiving the world 

through abstract language and ideas， we can touch it directly with body and mind without language. 

To sum up， we can say白紙thereare two fundamental ways of relating to the world: 

1) Avidya ; the perception through abstract language and concepts， through self三centereddesires and 

a look superficial appearances 

2) Pr吋na; the direct recognition based on experience， a relating to the world in an unbiased and 

direct way， through our body and senses. 

In order to follow the teaching of Buddha， it is not sufficient to just listen to the Buddha's 

teaching， and grasp it as an abstract concept. That is not the way out of the world of ideas， but rather 

another virtual world of imagination. We have Iive these teachings in order to connect to our 

experiences in daily Iife. 

To that end， we have to practice the three kinds oftraining and the three kinds of Jnana. We have to 

first Iisten to the teaching in concentration， then repeat those teaching and take them to heart， and 

finally master deep aspects of the teaching in Iife. 

5 Conclusion ・1norder to overcome the Avidya in contemporary Society-

Being ignorant has become a kind of fashion. Of course， it is convenient to問 lyon the school's 

textbooks as long酪 that白lfilsone's material needs. But from a Buddhist perspective， this is nothing 

but Avidya. It does not help recognizing things in the manner they actually are， but we grasp them部

ab抑制 id伺 s.There is no加 ePrajna in it. Our education is limited to a certain set of ideas， but 

students are left on their own all the distress that comes from such a way of perceiving the world. If 

7 Hideho Arita [2011]. neulologist of brain says •. Meditation in sitting revitalizes the serotonin nerves. 
Increasing to secrete serotonin in a brain， changes are appe訂edin the action of cerebrum while awakening 
and positive feelings are appeared in emotion. Furthermore， in such circumstances， blood flow in frontal 
brain increases and has good influence on such actions ofbrain like concentration， intuition， empathy， and 
self-consciousness." And he corroborated that humans can get the same effects through walking practices 
with enchanting mantra in mountaineering asceticism， and pointed out that they wil1 get the same e行ect
through chating the holy invocation in Jodo-sect and Jodo-Shin-sect of Japanぺ
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we just look at the very白cts，at the very s飽temost people are in， we can see that science as such has 

not helped us to overcome worry and distress. For that， an altogether different approach to our 

existence and our experience is ne鴎 S鵠 ry.It would require transforming the analytical and 

conceptual way of seeing the world into a cognition by body and mind， touching the real world. 

Such同 nsformationis possible through the various ways of meditating and focusing one's mind 

as 1 described earlier， invocation， walking meditation and so on. In Japan， various Buddhist 

denominations， such as the Pure-Land tradition， Zen， or Nichiren have transmitted these practices for 

a long time， the teachings have gradually weakened， the essence of the practices has become evasive 

and a lot of priests have tumed to a secular Ii品.

We Buddhists need to call out to the Japanese people to change their approach and overcome the 

spiritual crisis of the present society. We， the people of today， have to recover our relation with the 

reality. We have to recover it through obtaining Prajna by the practice of Buddhistic meditation. Then， 

we will be able to see the real world for the first time. 
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9.ブータン訪問写真集

バンコクにてブータン航空の飛行機に搭乗 パ口空港の建物

ティンプー市内の交差点、信号機がない。 ティンプー市内の土産物屋にて

ティンプー市内の土産物屋にて チャンガンカ・ラカンの入口 (ティンプー)
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チャンガンカ ・ラカンの外壁に

はマニ車が巡らせてある。

チャンガンカ・ラカンの側にあるチョルテン

. ; . 、
" . ~ ... 

マニ車の奥の彫刻 チャンガンカ ・ラカンのマニ車

内務・文化大臣主催の晩餐会、女性遼に 街角にたつダルシン(経文の旗)

よる踊りと歌が披露された。
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ドゥリュク・ワンゲル ・力ンツァン・チヨルテン (108のチヨルテンがある)

修復中のワンドュ ・ポタン・ ゾン、私たちの訪問後、火災で全焼した。

ワンドュ・ポタン ・ゾンの壁画

179 

ワンドュ ・ボタン・ゾンの

お寺の住職さん



峠に掛けられたルンタ(経文の旗)

食堂にあった写真「前王と四名の妻達の写真J

食堂のレストランで売っていた土産物
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伺‘，

昼食をとったレストランの犬、

ブータンの犬達はどこでも昼寝している

犬達にとっても幸福な国である。

バイキング形式の昼食



トンサ ・ゾン トンサ・ゾン

トンサ・ゾン トンサ ・ゾンの内部 トンサ・ゾン遠景

トンサ・ゾン内の寺院の本堂 トンサ ・ゾン肉の寺院の本堂
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国際会議会場の入り口 ブムタンで・滞在したホテル

会議の開会式、中央は内務・文化大臣

筆者の発表 会議の会場
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会議の風景 内務文化大臣と参加者

街中にあるマニ草堂 少年僧侶達

滞在したホテルでの会食 クルジヱ ・ラカン
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クルジェ ・ラカン クルジェ ・ラカンの本堂入口

クルジェ ・ラカンに来ていた家族 ブータン研究所の所員さん達
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ジャンパ・ラカン ジャンパ ・ラカンで礼拝する人々

ジャンパ ・ラ力ンで礼拝する人々 γャンハ.・うカンの周りを歩いてお参りする人々

ジャンパ ・ラ力ンの周りを歩いてお参りする人々 ジャンパ・ラカンでの読経
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ジャンパ ・ラカン内部のマニ車 ジャンパ・ラ力ン本堂の周囲でお参りする人々

ジャンパ ・ラカン内部で礼拝する人々 ジャンパ ・ラカンの周囲でお参りする人々

ジャンパ ・ラカンの周囲でお参りする人々 少年僧侶達
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お参りに来た家族

本堂入口の壁画

ジャンパ ・ラカンでリンポチェを待つ

人々

お参りに来た家族

本堂入口の壁画

リンポチェの祝福を受ける人々(γャンげ ・効ン)
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ジャカール ・ゾン (戦闘が出来る城である。)

一般的な家庭の仏壇、決して濠華な方ではないという ジャンパ ・ラカンの僧侶
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キチュ・ラカン キチュ ・ラカンの手回しマニ草堂と堂守

京一究プザケ十-.. ・・
11十戸、~辺諸竺~込ア:ご千三薗-二I事砕t話料:ー;コ . 
ぇ;11iiJE
上司 哩
ELTTf.--ikf園
町一.， 

‘' 

のどかな自然の風景

タン ・メバルチヨ
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i議知公・
牛は離し飼いにされている

タン ・メバルチヨ



とある寺院 ジャンパ ・ラカン入口のマニ車

土産物屋の子ども達 小学生

タンゴ仏教大学 タンゴ仏教大学
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タンゴ仏教大学入口 幼きリンポチェの写真

現在のリンポチエ リンポチエの祝福を受ける

本堂の内部 本堂の内部
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タンゴ仏教大学の壁や窓の装飾は鍛密で大変美しい

タンゴ仏教大学 大学内部

大学の建物 僧侶達
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大学入口の壁画 (右に90。回転) 大学入口の壁画(右に90。回転)

登山道にある石壁画 資材は馬が運ぶ

水車式のマニ草堂 堂内でマニ車が回っている
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パロ・ ゾン パロ ・ゾン

パロ・ゾンの僧侶達 ブータン研究所を訪問

ブータン政府の建物 街角でゲームする若者
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ゴーを買った庖の底負さんと ホテル職員の案内で買い物

お別れの晩餐会で、様々な踊りが被露された

お別れの晩餐会で、様々な踊りが披露された
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お別れの晩餐会 中学生くらいに見える

タクツァン僧院の登山口の三連水車式のマニ草堂、小川に沿って三棟が並ぶ

崖の上にあるタクツァン僧院 登山道にあるマニ車
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マニ車とタクツァン僧院 登山道近くにサルがいた

案内をして くれた青年と筆者 (左) タクツァン僧院

タクツァン僧院 タクツァン僧院をのぞむ産の上の小さなお堂

197 



ランプが灯されている お堂に掲げられた絵(右に90。回転)

筆者がつけたランプ お堂の中のランプ

石積みがあった 登山道のお堂
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タクツァン僧院に続く谷間にお経の旗が掛かっている

タクツァン僧院を見下ろす崖の上の天空の寺院 筆者

タクツァン僧院が下に見える タクツァン僧院の側のお堂 (右に 90。回転)
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水汲み場の上の仏様 村落の風景、家はどれも大きく立派である

大きく立派な住宅 (1~ 口 にて) 国王夫妻の写真(右に90。回転)

パロのホテルの従業員 (右に90。回転) 帰国の途、バンコクで夕食
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バンコク・スワナブーム空港にて スワナブーム空港にて

日本への帰途、夜行使に搭乗 関西空港に到着
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